
三田村市長と井上議長が新しく設置
されたボイラに火入れを行いました

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
福
島
の
町
並
み
を
彩
る

八
女
学
院
中
学
校
・
高
校
美
術
部

２
月
11
日
㈷
か
ら
３
月
11

日
㈰
ま
で
行
わ
れ
た
雛
の

里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
で
、

八
女
学
院
中
学
校
・
高
校
の
美

術
部
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
無
料
ツ

ア
ー
バ
ス
が
八
女
福
島
の
町
並
み

を
走
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
の
日
祝
日
に
、

八
女
伝
統
工
芸
館
を
出
発
し
、

横
町
町
家
交
流
館
や
八
女
人
形

会
館
、
そ
の
他
雛
人
形
を
展
示

し
て
あ
る
数
か
所
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
約
２
時
間

ほ
ど
か
け
て
ま
わ
る
こ
の
バ
ス
。

バ
ス
に
乗
る
人
が
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
、
ま
た
バ
ス
を
見
て
乗
っ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
、
そ
し

て
町
並
み
を
華
や
か
に
す
る
た
め

に
も
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
い
う
発
案
が
あ
り
、

地
元
の
同
校
美
術
部
の
皆
さ
ん

に
依
頼
し
実
現
し
ま
し
た
。
作

成
期
間
は
約
２
週
間
。
お
雛
様

や
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
描
か
れ
た
、
か
わ
い
ら
し
い

素
敵
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
ま
つ
り

を
華
や
か
に
彩
っ
て
も
ら
い
、
多

く
の
人
が
八
女
福
島
の
町
並
み

を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

八女学院高等学校美術部による作品と美術部の皆さん
部長の中島小春さんは「八女のぼんぼりまつりをイメージして描きました。
バス後方の花とぼんぼりを見てほしい」

八女学院中学校美術部による作品と美術部の皆さん
部長の岩崎伊央理さんは「部員みんなで協力してお雛様をイメージして描
きました。全体のバランスを工夫しました」

く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
黒
木
町
）
で
３
月
26
日
㈪
、
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ボ
イ
ラ
は
間
伐
材
や
竹
材
な
ど
を
使
っ

た
木
材
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
て
お
り
、
温

泉
お
よ
び
ホ
テ
ル
の
暖
房
等
を
重
油
か
ら

変
え
る
こ
と
で
、
年
間
８
～
９
割
の
重
油

使
用
料
を
減
ら
し
、
６
８
６
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
削
減
と
、
約
６
０
０
万
円

の
経
費
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
関
係
者
が
集
ま
り
安
全
祈
願

を
行
い
、
三
田
村
市
長
と
井
上
議
長
が
ボ

イ
ラ
に
火
入
れ
を
し
ま
し
た
。
三
田
村
市

長
は
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
の
経
営
の
安

定
化
、
地
球
的
規
模
の
問
題
で
あ
る
化
石

燃
料
使
用
の
削
減
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
、
そ
し
て
八
女
市
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
森
林
や
竹
林
の
管
理
な
ど
、

総
合
的
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
同
ボ
イ
ラ
は
平
成

21
年
４
月
に
べ
ん
が
ら
村
に
導
入
さ
れ
て

お
り
、
今
回
で
市
内
で
は
２
か
所
目
と
な

り
ま
す
。

グリーンピア八女に
バイオマスボイラ

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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高
速
バ
ス
利
用
者
専
用
駐
車
場
は
、

高
速
バ
ス
利
用
者
は
24
時
間
以
内
１
０

０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ

せ
、
通
勤
・
通
学
に
便
利
な
１
か
月
定

期
「
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
」
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
期
券
は
通
常

３
万
円
で
す
が
、
八
女
市
民
は
２
万
７

千
円
（
※
市
の
証
明
書
が
必
要
）
で
購

入
で
き
ま
す
。
定
期
券
の
購
入
者
は
駐

車
場
が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
だ
と
１
４
５
０
円
か
か

る
八
女
～
天
神
・
博
多
間
の
片
道
運
賃

が
、
片
道
１
１
５
０
円
に
な
る
割
引
き

乗
車
券
（
４
枚
綴
り
）
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
３
月
31
日
㈮
、
関
係
者
が
集
ま
り
、

駐
車
場
の
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。
西
鉄

自
動
車
事
業
本
部
の
佐
々
木
希
本
部

長
は「
福
岡
天
神
ま
で
約
50
分
。
通
勤・

通
学
に
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
都
市
圏
か
ら
も
多
く

の
観
光
客
等
を
運
ん
で
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
三
田
村
市
長
は

「
ふ
る
さ
と
八
女
に
住
み
続
け
な
が
ら

福
岡
都
市
圏
に
通
勤
・
通
学
で
き
る
環

境
が
整
い
ま
し
た
。
定
住
促
進
に
大
き

く
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
開
通
式
を
見
学
に
来
て
い
た

人
は
「
家
族
が
高
速
バ
ス
を
利
用
す
る

時
は
今
ま
で
乗
り
場
ま
で
送
迎
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
駐
車
場
を
利

用
で
き
る
の
で
便
利
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
。

小
学
生
の
絵
も
明
る
い
雰
囲
気
で
い
い

で
す
ね
」
と
開
業
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

八女インター

駐車場の

利用方法
八
女
イ
ン
タ
ー
高
速
バス
利
用
者
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

八
女
市
室
岡
の
高
速
八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
近
く
に
３
月
30
日
㈮
、
高
速
バ
ス
利
用
者
専
用
駐
車
場
（
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
八
女
イ
ン
タ
ー
か

ら
福
岡
天
神
ま
で
は
約
50
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
駐
車
場
を
整
備
し
た
こ
と
で
自
宅
か
ら
の
通
勤
・
通
学
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
女
市
へ
の
定
住
促

進
を
図
り
、
福
岡
市
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　式典では、岡山小
学校 6 年生の子ども
たち（3 月末現在）
に市長から感謝状が
贈られました。子ど
もたちの絵で明るく
彩られた高架下。ご
利用の際にはぜひご
覧ください。

テープカット

お
得
な
定
期
券
と
回
数
券
も
販
売

定
住
促
進
に
大
き
く
期
待

小学生の絵で周辺も明るくなりました
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八女インター

駐車場の

利用方法

八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
で

降
り
る
時
に
、
駐
車
場
の

「
サ
ー
ビ
ス
券
」
を
忘
れ
ず

に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

は
い
、

ど
う
ぞ

駐
車
場
の

サ
ー
ビ
ス
券

を
く
だ
さ
い

駐
車
料
金
は
、
車
を
出
す
時
に
サ
ー

ビ
ス
券
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
券
は
、
八
女
イ
ン

タ
ー
バ
ス
停
で
降
り
る
際
に

運
転
手
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
サ
ー
ビ
ス
券
が
な
い
場
合
の

駐
車
料
金
は
１
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

駐車場に入る時はボタンを押して駐車券を取り
ましょう。※定期券の人は専用カードがあります

駐車場を出る時に
は、「サービス券」
を「駐車券」と一緒
に入れてください。
利用料金 100 円を
入れて出庫します

バスに乗って目的地へ！帰りも高速バスを利用
し八女インターで降ります

下
り
バ
ス
停

ま
で
１
３
０ｍ

（
徒
歩
２
分
）

上
り
バ
ス
停

ま
で
５
５
０
ｍ

（
徒
歩
７
分
）

駐車料金 サービス券あり サービス券なし
入庫から 24 時間以内 100 円

1,000 円
入庫から 48 時間以内 200 円
以後 48 時間以上 24 時間ごと プラス 300 円 プラス 500 円
※送迎利用の場合、入庫から 30 分以内は無料です

●茶のくに八女定期券

●茶のくに八女回数券　（4 枚綴り・4600 円）

▼駐車場・高速バスに関するお問い合わせは
　西鉄お客様センター   ☎０５７０・００・１０１０
　（6時～24時）　※携帯からは 092・303・3333
▼定期券発行の際必要な証明書に関するお問い合わせは
 　八女市役所 地域支援課   ☎２３・１２２４
　（平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分）

八女インター～天神・博多駅、福岡空港間で利用できる回数
券です。ひのくに号（西鉄・産交）のみ有効。荒尾～福岡空
港間は利用できません。
⃝発売窓口＝西鉄バス久留米・八女車庫、八女市観光案内所、
久留米バスセンター、西鉄天神バスセンター等

八女インター～天神・博多駅、福岡空港間で利用できます。
ひのくに号（西鉄・産交）のみ有効。荒尾～福岡空港間は利
用できません。

〈一般価格〉1か月3 万円※購入の際には証明写真が必要
〈八女市民価格〉1か月27000 円※購入の際には証明写真と
市役所地域支援課（☎ 23・1224）発行の証明書が必要です。
★「茶のくに八女定期券」「茶のくに八女回数券」は、「西鉄」
および「産交バス」ひのくに号のみでご利用いただけます。
※バスの各行き先の表示が「ひのくに号」が目印です。

駐車料金無料！

バスの運行状況が分かります！
【Ｑバスサーチ】

忘れない
でね♪
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入学当初から集めたペットボトルキャップを手渡す黒
木中学校３年生の皆さん

諸富支店長から手渡されました

お
買
い
物
レ
シ
ー
ト
で

図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈

黒
木
中
３
年
生
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
贈
呈

３
月
26
日
㈪
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
Ａ
コ
ー
プ
八
女
の
諸
富
哲

也
店
長
か
ら
市
内
の
小
学
校

に
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。Ａ

コ
ー
プ
全
店
お
よ
び
「
よ

ら
ん
野
」（
筑
後
市
）
で
は
「
小

学
校
へ
本
を
贈
ろ
う
」
運
動
を

実
施
し
て
お
り
、
店
頭
に
小
学

校
ご
と
の
レ
シ
ー
ト
投
函
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
。
投
函
さ
れ
た
レ

シ
ー
ト
金
額
の
０・１
％
を
図
書

カ
ー
ド
に
換
え
て
各
小
学
校
に

寄
贈
し
て
い
ま
す
。「
八
女
市
で

は
全
小
中
学
校
に
司
書
を
配
置

し
、
読
書
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
図
書
カ
ー
ド
の
寄
付
は
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
西
島

教
育
長
。
諸
富
支
店
長
は
「
Ａ

コ
ー
プ
お
よ
び
よ
ら
ん
野
で
買

い
物
し
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
、

子
ど
も
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
小

学
校
や
自
分
の
出
身
小
学
校
に

レ
シ
ー
ト
を
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。
家
計
簿
を
つ
け
る
た
め
に

持
ち
帰
ら
れ
て
も
、
次
に
来
ら

れ
る
際
に
お
持
ち
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
お
買
い
物
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

黒
木
中
学
校
３
年
生
は
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
１
５
０
５
０
個
を
３
月
１
日

㈭
、
浅
田
黒
木
総
合
支
所
長
に
届
け
ま
し
た
。

入
学
当
初
か
ら
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
ワ
ク
チ
ン
（
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
一
人
分
20
円
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
）
を

届
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
３
年
間
集
め
ま
し

た
。
今
回
卒
業
に
あ
た
り
進
路
が
早
く
決
ま
っ

た
生
徒
た
ち
が
、
集
ま
っ
た
キ
ャ
ッ
プ
を
洗
い
、

シ
ー
ル
を
は
が
し
て
き
れ
い
に
ふ
い
て
持
ち
こ

み
ま
し
た
。
浅
田
総
合
支
所
長
は
「
総
合
支

所
で
も
集
め
て
い
ま
す
が
こ
の
よ
う
に
た
く
さ

ん
に
は
集
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

各
小
学
校
に
横
断
旗
を

寄
贈　

西島教育長に渡された黄色の横断旗

社
団
法
人
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
八
女
分
会
（
下
川
澄
人
会
長
）

か
ら
市
内
の
18
小
学
校
に
５
本
ず

つ
の
計
90
本
の
横
断
旗
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
３
月
14
日
㈬
に
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
西
島
教
育
長
が
受
け

取
り
「
子
ど
も
の
交
通
安
全
に
役

立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
は
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
な
く

す
取
り
組
み
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
下
川
会
長
は
「
子
ど
も
の

交
通
安
全
の
た
め
に
も
こ
れ
か
ら

は
他
の
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
で
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

西島教育長に上のよ
うな防犯ブザーが渡
されました

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

4

八
女
地
区
防
犯
協
会
（
会
長
・

三
田
村
統
之
八
女
市
長
）
か
ら

管
内
の
新
小
学
１
年
生
（
八
女

市
５
２
７
個
、広
川
町
１
９
１
個
）

に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
全
市
域
で
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の

配
布
は
今
年
で
９
年
目
と
な
り
、

こ
れ
で
小
学
生
・
中
学
生
全
員

に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
行
き
わ
た
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
内
で
は
１

月
に
６
件
の
声
か
け
、
つ
き
ま
と

い
な
ど
の
不
審
者
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。三
田
村
会
長
は「
子

ど
も
た
ち
は
防
犯
ブ
ザ
ー
を
常

に
携
帯
し
て
身
の
安
全
を
守
っ
て

ほ
し
い
し
、
大
人
も
ま
た
防
犯
ブ

ザ
ー
が
鳴
っ
た
時
に
は
緊
急
事

態
で
あ
る
と
認
識
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
な
登
下
校
に
、
目
配
り
気
配

り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



３
月
17
日
㈯
、
白
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

八
女
市
の
食
材
を
使
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
事
業
「
ス

イ
ー
ツ
づ
く
り
講
習
会
」
が
行
わ
れ
、
白
木
地
区
内

外
か
ら
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
東
京
で
野
菜
ス
イ
ー
ツ
＆
野
菜
寿
司
の
専

門
店
を
展
開
す
る
株
式
会
社
イ
ヌ
イ
代
表
取
締
役

の
柿
沢
直
紀
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
八
代
市
の
菓
子

店
彦
一
本
舗
の
パ
テ
ィ
シ
エ
飯
田
哲
人
さ
ん
の
指

導
で
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
飴
が
た
を
使
っ
た
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
竹
炭
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
最
後
に
ま
と
め
と

し
て
、「
地
域
の
食
材
を
作
る
、使
う
、生
か
す
」、「
地

域
に
あ
る
も
の
を
見
直
し
、
新
し
い
エ
ッ
セ
ン
ス
を

加
え
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
」
た
め
の
事
例
を
学

習
し
ま
し
た
。
友
人
と
参
加
し
た
原
有
子
さ
ん
は
、

「
た
ま
に
自
分
で
も
お
菓
子
を
作
る
け
ど
、
地
域
の

材
料
を
意
識
し
て
使
っ
た
事
は
初
め
て
で
す
。
高

い
知
識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、

ス
イ
ー
ツ
作
り
を
楽
し
め
ま
し
た
。
今
後
、
地
元

の
野
菜
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
作
り
等
の
教
室
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◦
４
月
１
日
付
人
事
異
動 

※（  

）内
は
旧

【
部
長
級
】
▽
市
長
公
室
長
　
中
園
昌

秀
（
市
長
公
室
長
）
▽
総
務
部
長
　
近

藤
義
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
市
民
福

祉
部
長
　
末
広 

隆
（
人
事
課
長
）
▽

新
社
会
推
進
部
長
　
伊
藤
芳
浩
（
観
光

振
興
課
長
）
▽
教
育
部
長
　
井
上
俊
裕

（
学
校
教
育
課
長
）
▽
黒
木
総
合
支
所

長
　
大
石
法
光
（
地
域
支
援
課
長
）

【
課
長
級
】
▽
総
務
課
参
事
兼
検
査
員

　
諸
冨
禎
二（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
人
事
課
長
　
室
園
哲
也
（
人
事
課
参

事
補
佐
兼
人
事
係
長
）
▽
財
政
課
長
　

大
石
友
也
（
行
財
政
改
革
推
進
課
長
）

▽
地
域
支
援
課
長
　
馬
場
信
行
（
生
活

安
全
課
長
）
▽
税
務
課
長
　
平
井 

凡

（
福
祉
課
長
）
▽
福
祉
課
長
　
永
石
富

重
（
健
康
課
参
事
補
佐
兼
介
護
サ
ー
ビ

ス
係
長
）
▽
健
康
推
進
課
長
　
丸
山
ヒ

ト
恵
（
健
康
課
参
事
補
佐
兼
地
域
包
括

支
援
係
長
）
▽
介
護
長
寿
課
長
兼
八
女

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　
鬼
丸

一
秀
（
健
康
課
長
）
▽
社
会
環
境
課
長

　
荒
尾
好
守
（
税
務
課
長
）
▽
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
兼
八
女
市
総
合
体
育
館
長

お
よ
び
八
女
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
　
江
田
伸
一
郎
（
監
査
事
務
局
局
長

補
佐
兼
主
任
）
▽
観
光
振
興
課
長
　
井

上
啓
時
（
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

長
）▽
都
市
計
画
課
長
　
末
次
隆
治（
建

設
課
課
長
補
佐
兼
管
理・
住
宅
係
主
任
）

▽
議
会
事
務
局
長
　
田
中
栄
一
（
議
会

事
務
局
参
事
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
長
　
田
中
英
治
（
上

下
水
道
局
参
事
補
佐
兼
上
水
道
総
務

係
長
）
▽
学
校
教
育
課
長
　
坂
本
英
明

（
議
会
事
務
局
参
事
）
▽
黒
木
総
合
支

所
総
務
課
長
　
藤
田
良
徳
（
人
事
課
課

長
補
佐
兼
人
事
係
主
任
）
▽
黒
木
総
合

支
所
市
民
生
活
福
祉
課
長
兼
八
女
市
衛

生
セ
ン
タ
ー
長
お
よ
び
八
女
市
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　
井
上
龍
児

（
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
）
▽

立
花
支
所
長
　
松
尾
耕
治
（
立
花
支
所

総
務
課
長
）
▽
矢
部
支
所
長
　
栗
原
昭

典
（
矢
部
支
所
建
設
課
長
）

◦
平
成
24
年
３
月
31
日
付
退
職
者
等

▽
税
田
裕
和
※
併
任
を
解
く
（
総
務
部

長
）
▽
古
賀
秀
木
（
市
民
福
祉
部
長
）

▽
服
部
正
男
（
新
社
会
推
進
部
長
）
▽

飯
田
せ
つ
子
（
教
育
部
長
）
▽
浅
田
秀

敏
（
黒
木
総
合
支
所
長
）
▽
梅
野 

満

（
総
務
課
参
事
）
▽
久
木
原
章
次
（
市

民
課
参
事
）
▽
馬
場
真
一
（
社
会
環
境

課
長
）
▽
江
崎
邦
博
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
）
▽
北
島 

力
（
都
市
計
画
課
長
）

▽
仁
田
原
和
義
（
黒
木
総
合
支
所
総
務

課
長
）
▽
仁
田
原
耕
太
郎
（
黒
木
総
合

支
所
保
健
福
祉
課
長
）▽
小
柳
友
博（
黒

木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
長
）
▽
井
手

口
英
輔
（
黒
木
総
合
支
所
林
政
課
長
）

▽
中
島
龍
良
（
黒
木
総
合
支
所
建
設
課

長
）
▽
髙
山
隆
夫
（
立
花
支
所
長
）
▽

堤 

裕
介
（
立
花
支
所
建
設
課
長
）
▽

栗
原
浩
暢
（
矢
部
支
所
長
）
▽
新
原
恭

孝
（
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
長
）

「志」作文の入賞者の皆さん

（上）慣れない手つ
きもみんなでフォ
ロー（左）おいしい
レアチーズケーキが
できました

白
木
の
食
材
を
生
か
し
て 

ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
講
習
会

志
高
く
生
き
る

八
女
市
出
身
の
伝
記
作
家
・
小

島
直
記
先
生
を
し
の
ぶ
記
念
事
業

「
志
高
く
生
き
る
」
が
３
月
24
日

㈯
お
り
な
す
八
女
で
開
か
れ
、
実

行
委
員
会
が
中
高
生
を
対
象
に
募

集
し
た
「
志
」
作
文
の
入
賞
者
発

表
と
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
島
先
生
と
親
交
の
深
か
っ
た
上

甲
晃
さ
ん（
元
松
下
政
経
塾
塾
頭
）

の
講
演
が
あ
り
、「
言
行
一
致
」
の

大
切
さ
を
塾
生
に
説
い
た
小
島
さ

ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

作
文
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

【
中
学
】
最
優
秀
賞
＝
藤
吉
桃

佳
（
筑
後
）
優
秀
賞
＝
村
上
越

郎
（
筑
後
）
・
原
島
沙
里
菜
（
矢

部
）
佳
作
＝
北
原
桃
子
（
筑
後
）

松
丸
優
美
（
同
）
江
﨑 
葵
（
同
）

北
川
嵩
之
（
羽
犬
塚
）
大
久
保

一
聖
（
福
島
）【
高
校
】
最
優
秀

賞
＝
山
口
沙
織
（
八
女
）
優
秀
賞

＝
江
﨑
汐
里
（
八
女
）
檀 

彩
里

（
同
）
佳
作
＝
久
間
穂
乃
佳
（
福

島
）
下
川
佐
和
子
（
八
女
）
原 

睦

実
（
同
）
増
永
亜
也
香
（
同
）
中

村
温
美
（
八
女
農
）

市
役
所
の
人
事
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介
護
予
防
を
行
う
こ
と
で
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
り
、
そ
れ

以
上
状
態
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
も
で
き
ま
す
。

積
極
的
に
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
事
業
日

程
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
広
報
や
め
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）

◦
対
象
者
＝
離
乳
食
中
期
～
後
期

（
生
後
７
か
月
ご
ろ
～
１
歳
ご
ろ
）

の
お
子
さ
ま
と
保
護
者
、
離
乳
食

に
つ
い
て
お
困
り
の
人
、
不
安
が

あ
る
人

◦
日
程
＝
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日

◦
時
間
＝
10
時
～
13
時
（
受
付
９

時
30
分
～
10
時
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
定
員
＝
15
組
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
材
料
代
）

◦
持
っ
て
く
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

◦
内
容
＝
栄
養
士
に
よ
る
中
期
・
後

期
離
乳
食
の
話
、
大
人
の
食
事
と

取
り
分
け
離
乳
食
の
調
理
・
試
食

◦
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
健
康
推
進

課
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

5月の健康
だより

健康推進
課（☎ 23・

1352）

♥

「
赤
ち
ゃ
ん
に
合
っ
た
食
べ
物
の
固
さ
や
大

き
さ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
？
」

「
種
類
の
増
や
し
方
が
分
か
ら
な
い
！
」

「
作
っ
て
も
な
か
な
か
食
べ
て
く
れ
な
い
！
」

福岡県では「看護の心をみんなの心に」
をテーマに、看護の心、ケアの心を一人
ひとりに分かち合っていただくとともに21
世紀の高齢社会を担う若い世代にもその
心が受け継がれるよう「看護の日のつどい」
を開催します。
◦日時＝5月12日㈯  12時～ 16時
◦内容＝看護職員知事表彰・ふれあい看
護体験発表・AEDと救急蘇生の実演・記
念講演・AED体験・看護体験川柳の掲示・
健康相談（12時～ 15時30分）・看護師に
なるための進路相談（12時～ 15時30分）
◦場所＝ナースプラザ福岡

（福岡市東区馬出4-10-1）
◦定員＝500人
◦参加費＝無料
◦問い合わせ＝県保健医療介護部医療指
導課看護指導係（☎092・643・3276）

介護予防事業名 内容 対象者・期間等

しっかり貯筋体操

「つまずきやすい」「足があがりにくくなった」など筋
力低下がある人を対象に、いすに座っての体操やタ
オル等を使って筋力アップするための体操を行いま
す。なお、平成22年度と23年度に同事業に参加され
た人は、ＯＢ会の教室になります。

◦対象者＝市内にお住まいの65歳以
上の人
◦時間＝9時30分～ 11時30分

（月2回※原則第2・第4）
◦参加費＝無料（事前に要申込・市
内８会場で実施）

高齢者健康づくり
リーダー養成講座

地域ふれあいサロン等で、高齢者の健康づくりに関す
るボランティア活動ができる人材を養成するため、運動
器の機能向上やレクリエーション等に関する技術実技
指導等の講座です。

八女市社会福祉協議会の「地域介
護予防サポーター養成講座」と併せ
て行います。

出前講座
高齢者の健康づくりや寝たきり予防等健康づくりに
関するお話や、貯筋体操の実技等を行います。講座
の内容については、要望に応じます。

◦随時、生涯学習係にお申し込みく
ださい。　
◦日程等については、事前にご相談
ください。

出前型地域活動支
援

地域ふれあいサロンが未実施の公民館に保健師等が
出向いて、地域ふれあいサロンの立ち上げに向けた
支援を図ります。

◦社会福祉協議会や高齢者支援係
にご相談ください

運動指導士・歯科
衛生士の派遣事業

地域ふれあいサロン実施の公民館に、運動指導士や
歯科衛生士を派遣し、介護予防活動を行います。

◦直接社会福祉協議会にご相談くだ
さい。

男の料理教室 日ごろ台所に立つことがない男性が、ひとりでも作
れる料理の基本を学びます。

◦公民館講座と併せて実施。
◦公民館講座受講生としてお申し込
みください。

訪問相談事業
ご自宅に保健師や高齢者相談センター職員等がお伺
いして、高齢者やご家族のご相談に応じます。秘密は、
守られます。

◦電話でお問い合わせください。

巡回型相談事業 市役所各支所に保健師がお伺いして、高齢者の皆さ
んのさまざまなご相談に応じます。

もぐもぐ！かみかみ
！

離乳食教室
離乳食中期～後期（生後7か月～
1歳ごろ）の教室がはじまります。

な
ど
な
ど
不
安
や
悩
み
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
ね
。
離
乳
食
を
ご
っ
く
ん
と
飲
み

込
む
こ
と
が
上
手
に
な
っ
た
ら
、
も
ぐ
も

ぐ
・
か
み
か
み
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

離
乳
食
を
一
緒
に
作
り
な
が
ら
、
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
！

「看護の日のつどい」

介護予防で
いつまでも
ハツラツと！
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特
定
健
診
の
中
身
は
、
日
ご
ろ
の
生

活（
食
事・運
動
や
仕
事
の
よ
う
な
活
動・

休
養
の
と
り
方
・
睡
眠
・
ス
ト
レ
ス
の
状

況
な
ど
）
が
健
康
な
状
態
か
確
認
で
き

る
基
本
的
な
検
査
項
目
に
な
っ
て
い
ま

す
。
車
に
車
検
が
あ
る
よ
う
に
、
人
間

も
40
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
安
心
生
活
の
た

め
に
、
年
に
１
回
の
身
体
の
チ
ェッ
ク
が

必
要
で
す
。

八
女
市
の
特
定
健
診
は
、
八
女
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
40
歳
～
74
歳
の

人
を
対
象
に
し
た
年
に
１
度
の
定
期
健

康
診
断
の
機
会
で
す
。
八
女
市
の
国
民

健
康
保
険
の
総
医
療
費
は
、
年
額
82
億

円
を
超
え
、年
々
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

定
期
健
診
で
自
分
の
生
活
習
慣
を
確
認

し
、
病
気
も
軽
度
な
段
階
で
と
ど
め
て

お
け
ば
、
重
篤
な
状
態
に
な
ら
な
く
て

す
み
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
高
額
な
医
療

費
を
使
わ
な
く
て
も
よ
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
習
慣
病
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る

脳
血
管
疾
患
・
心
臓
病
・
腎
臓
病
・
糖

尿
病
な
ど
、
倒
れ
そ
う
に
な
る
寸
前
ま

で
何
の
前
ぶ
れ
も
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
す
。
自
分
の
血
液
検
査
結
果
が

ど
の
辺
の
段
階
な
の
か
、
健
診
で
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
自
覚
症
状
だ
け
を
頼

り
に
す
る
の
は
危
険
で
す
。

治
療
中
の
人
も
特
定
健
診
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
特
定
健
診
項
目
を
す
べ
て

受
け
て
い
る
人
は
、
検
査
結
果
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
自
分
の
健
康
管
理

の
た
め
に
も
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
健
診
日
程
な
ど
の
く
わ
し
い
お
知

ら
せ
は
６
月
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指

導
係（
☎
２
３・１
３
５
２
）

［日にち］  5月15日㈫
［対象］
★1歳6か月児（平成22年10月～ 11月生まれ）
★3歳児（平成21年4月～ 5月生まれ）

黒木総合支所管内幼児健診

母子健康手帳をお持ちください。「予防接種予診票」
は家庭で記入してください。小冊子「予防接種と子
どもの健康」を事前によく読んでおいてください。

心理士による個別相談です。対象者は年
齢を問わず、成長発達面に不安のある人
です。心配なことがあればお気軽にご相談
ください。※予約制
 健康推進課（☎２３・１３５２）

♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

［日にち］ 5月9日㈬、24日㈭　
［受付時間］ 9時～16時　
［会場］ 八女市保健センター
［日にち］ 5月15日㈫　
［受付時間］ 9時～16時
［会場］ 黒木地域交流センター「ふじの里」

子育てのことで、少しでも心配なことがあった
らお気軽にご相談ください。身長・体重測定
もできます。母子健康手帳をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相談
を行っています。
健康推進課（☎２３・１３５２）

［日時］ 5月2日㈬　14時～15時
［会場］ 上陽保健センター

［日時］ 5月14日㈪　9時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 5月18日㈮  13時15分～14時30分
［会場］ 八女市保健センター

［日時］ 5月24日㈭  10時30分～11時30分
［会場］ 矢部基幹集落センター

［日時］ 5月10日㈭ 13時30分～14時30分
［会場］ 八女市保健センター

子育て相談

乳幼児心理相談

ポリオ予防接種

 ♥対象　 3か月以上7歳6か月未満　
 ※次回は6月13日㈬黒木地域交流センター「ふ
じの里」、14日㈭八女市保健センター

♪ベビーズクッキング
離乳食初期の５～６か月児について
のお話と調理を行います。

［日時］  5月31日㈭　10時30分～ 13
時30分　※受付10時～

［会場］ おりなす八女研修棟
♪もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室
離乳食中期・後期の7か月児～１歳児
ごろについてのお話と調理を行います。

［日時］  5月10日㈭　10時～ 13時
※受付9時30分～

［会場］ おりなす八女研修棟
♥持参品　エプロン、三角きん、手
ふきタオル、筆記用具　♥材料費　
300円　♥定員　先着15人

離乳食教室
※各地域の主任児童委員も家庭の相談に応
じています。福祉課援護係（☎ 23・1350）

乳幼児健診

♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター

［日にち］ 5月8日㈫
［対象］ 10か月児（平成23年7月生まれ）
［日にち］ 5月22日㈫
［対象］ 1歳6か月児（平成22年11月生まれ）
［日にち］ 5月24日㈭
［対象］ 3歳児（平成21年5月生まれ）
［日にち］ 5月30日㈬　
［対象］ 4か月児（平成24年1月生まれ）

健康相談
保健師、看護師が、血圧測定・尿検査・体脂
肪測定をします。健康に関するいろいろな相
談に応じます。健康手帳をお持ちの人はご持
参ください。※電話相談も行っています。 
健康推進課（☎２３・１３５２）

［日時］ 5月7日㈪　9時30分～11時
［会場］ 八女市保健センター

病
院
に
通
院
し
て
、
検
査
を
受
け
て
い

る
か
ら
と
い
う
人

健
康
に
は
自
信
が
あ
る
、
健
診
を
受
診

し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
い
う
人

　保健師等が、高齢者やその家族の介護
予防や閉じこもり・うつ、認知症等に関す
る相談に応じます。血圧測定もします。
◦日にち・会場
▷4月16日㈪
　◦黒木「ふじの里」
　◦立花「かがやき」
▷4月17日㈫
　◦矢部「公民館」
▷4月18日㈬
　◦上陽「保健センター」
▷4月19日㈭
　◦星野「星野支所」
　◦八女「多世代交流館」
◦時間＝9時30分～ 10時30分（電話相談
も行っています）
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係

（☎23・1308）
※八女市社会福祉協議会にある高齢者相
談センターでも相談に応じています。また、
高齢者総合相談窓口につきましては、広報
毎月１日号の相談のページもご覧ください。

特
定
健
診
は
定
期
健
診

「
特
定
健
診
を
特
別
な
健
診
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

高齢者巡回健康相談
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童
と
の
遊
び
や
関
わ
り
を
一
緒
に
楽

し
め
る
人
、
５
～
10
人
程
度

⃝
勤
務
時
間
＝
13
時
～
18
時
30
分

（
勤
務
時
間
変
動
あ
り
）

⃝
時
給
＝
７
５
０
円

②
児
童
（
利
用
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
申
請
書
提
出
後
面
談
あ
り
）

⃝
対
象
＝
市
内
居
住
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
持
つ
18

歳
未
満
の
人
、
お
よ
び
同
等
の
し
ょ

う
が
い
が
認
め
ら
れ
る
人

⃝
利
用
時
間
＝
13
時
15
分
～
18
時

⃝
利
用
料
金
＝
１
回
４
０
０
円

①
②
共
通

⃝
申
込
締
切
＝
定
員
に
な
り
し
だ
い

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
ま
わ
り

学
童
（
立
花
町
山
崎
１
７
３
８
‐

１
）
☎
N
２
３
・
２
２
４
６
　
※
連

絡
は
月
～
土
13
時
～
18
時
30
分

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
お
い

で
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
19
時
30
分

～
※
約
２
時
間
、
雨
天
順
延

⃝
場
所
＝
山
内
水
天
宮
東
側
星
野

川
河
川
敷

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
山
内
水
天
宮
大

祭
祭
典
委
員
会
・
山
口
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
３
１
８
７
・７
７
０
９
）

　
ご
家
族
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
。
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

⃝
場
所
＝
独
楽
工
房
（
隈
本
木
工

所
敷
地
内
）

⃝
日
時
＝
４
月
29
日
㈰
９
時
30
分

め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
学
び
、

そ
の
成
果
を
学
校
派
遣
な
ど
の
社

会
参
加
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目

的
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
学
び

た
い
内
容
を
自
ら
決
定
し
、
仲
間

と
一
緒
に
学
習
活
動
を
行
い
ま
す
。

⃝
対
象
＝
概
ね
60
歳
以
上

⃝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
申
込
書
の

設
置
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
・
各

公
立
公
民
館

⃝
申
し
込
み
＝
５
月
６
日
㈰
ま
で
お

り
な
す
八
女
へ
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
（
電
話
で
の
受
付
不
可
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
お
り
な
す
八
女

（
☎
２
２
・
５
３
３
２
）

　
し
ょ
う
が
い
を
持
つ
小
中
高
生

対
象
の
学
童
保
育
所
指
導
員
と
、

利
用
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
ま
す

（
夏
休
み
期
間
中
で
も
可
）。

①
指
導
員
（
履
歴
書
・
申
請
書
提

出
後
、
面
接
を
行
い
ま
す
）

⃝
資
格
・
定
員
＝
18
歳
～
50
歳
（
高

卒
以
上
）
で
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
児

～
12
時
30
分

⃝
内
容
＝〈
無
料
体
験
〉こ
ま
回
し
、

け
ん
玉
、
火
起
こ
し
体
験
等

〈
有
料
体
験
〉
こ
ま
の
絵
付
け

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
２
・

２
９
５
５
）

⃝
日
時
＝
５
月
14
日
㈪
19
時
～
20

時
30
分
（
開
場
18
時
～
）

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
入
場
＝
無
料
（
整
理
券
を
お
持

ち
の
人
優
先
）
※
整
理
券
は
４
月

18
日
㈬
か
ら
八
女
青
年
会
議
所
・

お
り
な
す
八
女
で
配
布
。
郵
送
希

望
の
人
は
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
一
人
４
枚
ま
で
、
な

く
な
り
し
だ
い
終
了

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
八
女
青
年
会

議
所
事
務
局
（
☎
２
４・４
０
２
２
）

　
地
域
ぐ
る
み
で
「
介
護
予
防
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
地

域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
市
の
出

前
講
座
等
で
、
健
康
体
操
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
く
人
材
を
養
成
し
、
介
護
予
防

に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
と

地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
介
護
予

防
に
関
す
る
活
動
の
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
＝
５
月
22
日
㈫
～
６
月
22

日
㈮
の
火
・
金
曜
日
全
10
回
開
催

⃝
会
場
＝
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
上
陽
）
等

⃝
内
容
＝
講
義
「
介
護
予
防
の
基

礎
知
識
」、
現
場
実
習

⃝
対
象
者
＝
な
る
べ
く
全
日
程
参

加
で
き
る
人

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会

場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
日
程
表

お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
第
１

回
目
の
参
加
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

講
座
修
了
後
は
、
地
域
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
４
月
15
日
号
の
広
報
や
め

と
あ
わ
せ
て
配
布
さ
れ
て
い
る
「
地

域
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

も
し
く
は
黒
木
総
合
支
所
お
よ
び

各
支
所
▽
八
女
市
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）
も

し
く
は
八
女
市
社
協
各
支
所

　
地
域
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
き
生
き
と
活
動
す
る
た

お
知

ら
せ

宇
宙
飛
行
士
若
田
光
一
さ
ん
講
演
会

山
内
水
天
宮
大
祭
花
火
大
会

八
女
で
あ
そ
ぼ
う
会

ふ
く
お
か
高
齢
者
は
つ
ら
つ
活

動
拠
点
事
業
受
講
生

「
高
齢
者
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
」「
地
域
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」（
前
期
）受
講
生

ひ
ま
わ
り
学
童
指
導
員・
児
童
生
徒

身
体
・
精
神
し
ょ
う
が
い
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練

就
業
支
援

空き家を売りたい・貸したい人がい
らっしゃいましたら、下記までお問い
合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽町・
立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バンク
情報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎ 24・3022） 八女市本村 425-61
☀開館日＝火・木・土・日曜 10 時～ 17 時

◦日時＝ 4 月28日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

◦日時＝4 月21日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

◦日時＝ 5 月5日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★シャボン玉で遊ぼう
◦日時＝5 月12日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝無料

★工作「和紙で壁掛けをつくろう」

★おやつ「白玉モッフルをつくろう」

★おやつ「かしわ餅をつくろう」

ふらっち広場からのお知らせ

地域活動支援センター
ほ
ほ
え
み
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　「遊びの支援」と「学習の場の提供｣の観点から、
次の３教室（平成 24 年 5 月～平成 25 年３月まで
の通年教室）の参加者を募集します。初心者でも
無理のない分かりやすい内容です。見学や体験で
の参加でも結構です。お気軽にどうぞ。
① 天体観測教室
　天体を基礎から楽しく学んでみませんか。身近
な存在である〝星〟にまつわる話を通して月や太陽・
星座について学び、星空の眺め方などを分かりやす
く学習します。
★期日＝毎月第２・第４水曜日16 時 30 分～17 時
30 分※初回教室は５月９日㈬
★持参物＝筆記用具、自由帳
② わくわく化学教室
　子どもの好奇心や化学的探究心を育むことを目
的に、身近にある紙コップや牛乳パックなどを使っ
た実験などを通して、化学について学習します。
★期日＝毎月第３土曜日13 時 30 分～15 時 30 分
※初回教室は５月19日㈯
★持参物＝なし
③ 子どもおりがみ教室
　５指を動かすことで集中力や思考力が高まり、小
脳の発達を促しながらおりがみの学習をします。
★期日＝毎月第２土曜日13 時 30 分～15 時 30 分
※初回教室は５月12日㈯
★持参物＝はさみ、液体のり、ハンカチ

〈①～③共通〉
★対象＝小学生（20 人程度）
★場所・問い合わせ＝八女市児童センター（長峰
保育所 ２階）☎２２・４２２６

道
指
導
）
３
人
▽
Ｃ
（
経
済
）
２

人
▽
Ｃ
語
学
・
北
京
語
２
人
▽
Ｃ

（
情
報
工
学
）
２
人

⃝
受
験
資
格
＝
▽
Ａ
（
男
女・武
道
）

短
大
を
除
く
大
学
卒
か
来
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
者
、
昭
和
57

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
※
（
武

道
指
導
）
は
柔
・
剣
道
３
段
以
上

▽
Ｃ 

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
ま
た
は

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
短
大
を
除
く
大
学
卒
か
来
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
者

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署

（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）

⃝
日
時
＝
５
月
11
日
㈮
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
11
‐
５
）

⃝
予
約
受
付
＝
４
月
23
日
㈪
９
時

か
ら
電
話
で
受
付
、
定
員
40
人
程

度（
☎
０
９
４
２・３
０・０
１
４
４
）

（
30
人
・
み
や
ま
市
）
②
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
マ
ス
タ
ー
科（
20
人・大
牟
田
市
内
）

⃝
受
講
期
間
＝
①
６
月
～
10
月
②

６
月
～
８
月

⃝
募
集
締
切
＝
①
②
４
月
25
日
㈬

⃝
入
校
選
考
＝
①
５
月
10
日
㈭

②
５
月
11
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
人

が
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
国
が
支
援

し
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
支
援
内
容
＝
①
再
就
職
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
職

業
訓
練
受
講
②
訓
練
期
間
中
も
終

了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に

就
職
支
援
③
一
定
要
件
を
満
た
す

人
に
訓
練
期
間
中
、
月
10
万
円
の

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ハロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

⃝
1
次
試
験
＝
５
月
13
日
㈰

⃝
受
付
期
間
＝
４
月
23
日
㈪
ま
で

⃝
採
用
予
定
＝
▽
Ａ
（
男
性
）
１

７
０
人
▽
Ａ（
女
性
）30
人
▽
Ａ（
武

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

⃝
訓
練
科
名
①
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

１
期
（
３
か
月
課
程
・
定
員
25
人
） 

②
Ｏ
Ａ
簿
記
会
計
科
１
期
デ
ュ
ア

ル
（
４
か
月
課
程
・
定
員
20
人
）

③
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
科
（
６

か
月
課
程
・
定
員
15
人
）

⃝
募
集
締
切
＝
①
～
③
４
月
27
日
㈮

⃝
試
験
日
＝ 

①
５
月
９
日
㈬
②
５

月
10
日
㈭
③
５
月
11
日
㈮

※
①
②
③
と
も
筆
記
試
験
、
面
接

⃝
訓
練
期
間
＝
６
月
～
11
月

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
受
験
料
・
授
業
料
は
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
） 

応
募
希
望
者
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
（
定
員
・
開
催
地
）
＝
①

パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養
成
科

中
の
人
で
、
文
字
入
力
の
で
き
る
人

19
人
募
集
し
ま
す
。
受
講
料
無
料

（
教
材
代
２
６
２
５
円
必
要
で
す
）

⃝
期
日
＝
６
月
11
日
～
７
月
12
日

の
毎
週
月
・
木
曜
、
13
時
～
16
時 

⃝
内
容
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ビ
ル

ダ
ー
Ｖ
16
の
基
本

⃝
会
場
・
申
し
込
み
＝
久
留
米
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
３
９

‐
０
８
０
９
久
留
米
市
東
合
川
５

‐
９
‐
10
）
※
は
が
き
・
郵
便
・フ
ァ

ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
５
月
22
日
㈫
（
消
印

有
効
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

（
☎
０
９
４
２
・
４
４
・
５
２
０
１
）

（
N
０
９
４
２
・
４
３
・
２
９
６
４
）

　
受
験
料
お
よ
び
授
業
料
は
無
料

（
教
科
書
代
等
実
費
） 

応
募
書
類
は

保
健
福
祉
手
帳
を
有
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
お
り
、
介

護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理
で
き

る
人
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
締
切
＝
５
月
24
日
㈭

⃝
訓
練
期
間
＝
７
月
～
10
月
（
平

日
10
時
～
16
時
）

⃝
訓
練
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
基
本
操

作
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

⃝
訓
練
場
所
＝
久
留
米
市
内

⃝
問
い
合
わ
せ
＝ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）、
福
岡
県
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎
０
９
３
・

７
４
１
・
５
４
３
１
）
※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
「
福
岡
県
職
業
訓
練
」
で
検
索

　
身
体
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
求
職

児童センター通年教室参加者

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

人
の「
求
職
者
支
援
制
度
」

身
障
者
対
象　
初
め
て
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ビ
ル
ダ
ー

「
憲
法
週
間
」無
料
法
律
相
談

　深刻な状況にある福岡県の飲酒運転
を撲滅するため、県議会議員の提案によ
り、全国初の罰則付き飲酒運転撲滅条
例が制定されました。飲酒運転は「絶対
しない、させない、許さない」という決意
のもと、県民、事業者、県、市町村など
が力を合わせ、飲酒運転のない、安全
で安心して暮らせる社会をつくりましょう。

福岡県飲酒運転撲滅運動の推
進に関する条例を制定しました

募集



　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
家
族
の
絆
や
仲
間
と
の

交
流
を
深
め
健
康
な
体
と
こ
こ
ろ
の
う

る
お
い
を
提
供
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
10
時
～
　

⃝
会
場
＝
総
合
体
育
館
柔
・
剣
道
場

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

▽
健
康
教
室
コ
ー
ス
（
毎
月
第
２
木
曜

日
20
時
～
21
時
30
分
／
上
陽
北
汭
学

園
体
育
館
）
※
ど
な
た
に
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
！
腰
痛
予
防
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
対
策
に
最
適
で
す

▽
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
コ
ー
ス
（
毎
月
第

３
金
曜
日
20
時
～
22
時
／
上
陽
北
汭

学
園
体
育
館
）
※
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
ニュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内
上
陽

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
１
人
で
も

グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

～
各
教
室
の
ご
案
内
～

▽
健
康
体
操
教
室
（
毎
月
20
日
20
時

～
22
時
／
辺
春
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
）

▽
ダ
ン
ス
教
室
（
毎
月
5
・
20
日
20
時

～
21
時
30
分
／
元
上
辺
春
小
学
校
体

育
館
）

▽
和
太
鼓
教
室
（
毎
週
月
曜
日
19
時

半
～
21
時
／
元
白
木
小
学
校
体
育
館
）

▽
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
毎
月
第
３
木

曜
日
20
時
～
22
時
／
立
花
町
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
郵
便
局
内
　
熊

手
さ
ん
（
☎
３
５
・
０
０
４
２
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

立
花
Ｓ
Ｅ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

道路愛護作業にご協力ください

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
総
会
案
内

中高齢者体操教室 月２回（第 2・4 火曜日）14：00～15：30
太極拳教室 毎週火曜日 20：00～22：00
社交ダンス教室 月２回（第 1・3 水曜日）20：00～22：00

わくわくピンポン教室 毎週木曜日(第1・3初級、
第 2・4 中級以上 ) 18：30～20：00

ジュニアバドミントン教室 毎週土曜日 17：00～19：00
バドミントン教室 毎週木曜日 20：00～22：00
コーラス教室 毎週日曜日 10：00～11：30
レクキッズ教室 月２回（第 1・3 水曜日）16：30～18：00

道路愛護作業に毎年ご協力をいただき、
感謝申し上げます。今年も例年どおり

実施していただきますようお願いします。春
の道路愛護作業は５月をめどに、各行政区の
都合の良い日に実施してください。処理に必
要なボランティア袋は本庁管内行政区におい
ては本庁建設課、総合支所・各支所管内行
政区においては各支所建設課にて各行政区
長に配布しますのでお申し出ください。河川
愛護作業を同時に実施される行政区について
は事前にご連絡ください。
⃝問い合わせ＝
▽本庁建設課（☎２３・１９６１）
▽立花支所建設課（☎２３・４９３０）
▽黒木総合支所建設課（☎４２・１１１７）
▽上陽支所建設経済課（☎５４・２２１９）
▽矢部支所建設経済課（☎４７・３１１１）
▽星野支所建設経済課（☎５２・３１１４）

ス
ポ
ー
ツ
を
♪

始
め
ま
せ
ん
か

★
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ　

各
教
室
ご
案
内
！

※ほかにもたくさんの教室・イベントがありますのでお気軽に参加ください

※し尿くみ取りについては、業者への事前の予約をお願いします。

4月28日㈯ 29日㈰ 30日㈷ 5月1日㈫ 2日㈬ 3日㈷ 4日㈷ 5日㈷ 6日㈰

旧八女市・旧立花町 午前中 休み 休み ○ ○ 休み 休み 休み 休み

旧黒木町・旧上陽町・
旧矢部村・旧星野村 休み 休み 休み ○ ○ 休み 休み 休み 休み

　
女
茶
発
祥
の
地 

霊
巌
寺
で
、

八
女
市
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
茶
業
部
会

黒
木
支
部
の
主
催
に
よ
る
献
茶
祭
を

行
い
ま
す
。
皇
風
煎
茶
礼
式
に
よ
る

献
茶
を
行
い
、
茶
祖 

栄
林
周
瑞
禅

師
の
遺
徳
を
称
え
し
の
び
、
あ
わ
せ

て
今
後
の
茶
業
振
興
発
展
を
祈
念
し

ま
す
。

　
八
女
茶
は
、
今
か
ら
約
６
０
０
年

前
に
学
僧
で
あ
っ
た
栄
林
周
瑞
禅
師

が
、
中
国
か
ら
茶
の
種
子
を
持
ち
帰

り
、
当
時
鹿
子
尾
村
の
庄
屋
松
尾

太
郎
五
郎
久
家
氏
に
そ
の
種
子
を
与

え
、
栽
培
法
、
製
茶
法
等
を
伝
授
し

た
の
が
起
こ
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

⃝
期
日
＝
５
月
２
日
㈬
　
10
時
～

⃝
場
所
＝
霊
巌
寺
（
黒
木
町
笠
原
）

⃝
行
事
＝
献
茶
、
茶
山
唄
奉
納
、
野

点
茶
席
（
９
時
30
分
～
14
時
）、
新

茶
の
販
売

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所
産

業
経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

第49回
「献茶祭」

八

ゴールデンウイー
クのし尿くみ取り
について、再度お

知らせします

10　2012.4.15　広報やめ



広報やめ　2012.4.1511

■ママのリフレッシュたいむ ※要申込18人・託児有
◦5/8 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■いっしょにあそぼ！「新聞紙であそぼ」
◦5/12 ㈯ 10：30 ～
■楽しく食育「電子レンジで作る！いちご大福に挑戦」
◦5/15 ㈫ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■高田先生とおしゃべり会
◦ 5/18 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪
◦5/23 ㈬10：30 ～※5 月生まれをお祝いします

■子育てママのリフレッシュタイム
「スクラップブッキング」講師＝近藤由香里さん
◦5/11 ㈮ 10：00 ～ 11：30 定員 10 人、材
料費 500 円
■健康講座 「看護師さんのお話しＱ＆Ａ」
◦ 5/17 ㈭ 10：30 ～ 11：30、12日までに要
申し込み
■パパママ広場 「野外炊飯に挑戦！」
◦5/27 ㈰ 10：00 ～共生の森※雨天時セ
ンターでおにぎりパーティー 大人 200 円、
小学生以上 100 円、定員10組
■食育講座 「季節の簡単スピードエコ料理」
◦ 5/29 ㈫ 10：00 ～おりなす八女研修棟、
講師＝吉田世津子さん、材料費 500 円、定
員 25 組

■ウエルカムパーティー 八女市東公民館
市内に引っ越して来た未就園児を持つ人、
家で子育てしている人、妊娠中の人など
◦ 5/31 ㈭ 10：30 ～ 12：00、参 加 無 料、
先着 30 組、マイカップ（保護者用）要持参
■思いきり遊ぼう園庭とセンタールームで親子遊び

〈月～金〉9：30 ～15：30、〈土〉9：30 ～14：00
5/2 ㈬／ 8 ㈫／ 12 ㈯／ 14 ㈪／ 15 ㈫／
19 ㈯／ 21㈪／ 26 ㈯
■移動サロンご近所仲間を作りましょう
10：00 ～ 12：00
▽上陽公民館 5/9 ㈬
▽児童センター 5/16 ㈬ 
▽東公民館 5/18 ㈮
▽おりなす八女研修棟 5/24 ㈭
▽そよかぜ 5/25 ㈮
▽西公民館 5/30 ㈬
■ほほえみサロン楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
5/10 ㈭、23 ㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
5/1㈫、22 ㈫　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦5/7 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦5/28 ㈪ 10：00 ～12：00 ／八女中央保育園

■エンジェルルーム 「こいのぼり」
◦ 5/9 ㈬ 10：30 ～※予約不要
■プレママ＆ベビーサロン 「みんなでトーク」
◦5/11㈮ 10：30～ ベビーマッサージもあります

■高田先生のハートフルしゃべり場
◦5/16 ㈬ 10：30 ～上陽公民館
※託児は 2日前までに要予約
■みんなであそぼう「ボールであそぼう♪」
◦ 5/20 ㈰ 10：30 ～ 当日自由参加。ど
なたでもどうぞ
■ハッピーバースデー
 ◦5/22 ㈫ 10：30 ～
身体測定、手形足形※どなたでもどうぞ

■おはなし会◦ 5/1 ㈫、10：30 ～
■リズムにのって◦5/8 ㈫ 10：30 ～
■たまひよクラブ「もこもこ先生の体と
心のリラクゼーション」
◦ 5/9 ㈬ 10：30 ～かがやき、※ 2 日前
までに要予約・託児有（限定 20 組）
■育児講座「びーずＤＥすとらっぷ」
◦5/11 ㈮ 10：30 ～かがやき、限定 10 組、
材料費 500 円※託児は 2日前までに要予約
■ハッピーバースデー！◦5/18 ㈮ 10：30 ～
■パパママあそぼう◦5/19 ㈯ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦5/23 ㈬ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦5/25 ㈮ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「トイレトレーニング」
◦5/28 ㈪ 10：30 ～
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター 5/2 ㈬
▽黒木中央公民館 5/10 ㈭
▽かがやき 5/17 ㈭
▽矢部基幹集落センター 5/24 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 5 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

5月3日（祝）
ごんどう内科 山内 23・3010
林医院 立花町 23・5557
山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864
高橋歯科医院 本町 24・3991
5月4日（祝）
草場内科循環器科 納楚 23・5171
久良木医院 上陽町 54・2009
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184
山崎歯科医院 本町 24・3961
5月5日（祝）
井上クリニック 新町 30・2020
原　医院 黒木町 42・0336
近藤歯科医院 筑後市 0942・52・4561
石橋歯科医院 本町 24・5207
5月6日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800

角整形外科 黒木町 33・2121
吉泉歯科医院 黒木町 42・3941
5月13日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
冨田医院 黒木町 42・0173
あららぎ歯科医院 広川町 32・4846
5月20日（日）
大内医院 酒井田 24・1398
山口医院 星野村 52・3131
城崎歯科医院 筑後市 0942・53・8205
5月27日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
木屋診療所 黒木町 42・0071
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 23・4131
柳病院 吉田 23・2176

川﨑病院 納楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511
夜間小児救急医療　（19:00 ～ 22:00）
▶月・水・金
公立八女総合病院 高塚 23・4131
▶火・木
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
日祝日小児救急医療　（9:00 ～ 15:00）
▶5月3日㈷・5日㈷・6日㈰・20日㈷
公立八女総合病院 高塚 23・4131
▶5月4日㈷・13日㈰・27日㈰
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
県小児救急医療電話相談
▶ 19:00 ～ 23:00
聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
▶ 23:00 ～ 7:00
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

✚5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので、電話で確認してください。



おたんじょうびおめでとう

冨久  芽
め い

姫ちゃん
Ｈ23年4月12日生（本町）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
楽
し
く
過
ご

そ
う
ね
。

市
民
劇
団
さ
く
ら
座
（
中
村
芳
子
代
表
）

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
徐
福
」
が
３

月
31
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
提
案
事
業
で
、
呼
び
か
け
に
よ
り
集

ま
っ
た
２
歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
市
民
80
人
が

八
女
市
山
内
に
伝
わ
る
徐
福
伝
説
や
地
域
の

踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

劇
の
中
で
は
、
徐
福
が
探
し
求
め
る
不
老

不
死
の
薬
と
は
、
豊
か
な
自
然
で
あ
り
人
を

愛
し
思
い
や
る
心
で
、
そ
れ
を
徐
福
が
日
本

に
来
て
気
付
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
劇
に

は
秦
の
始
皇
帝
に
三
田
村
市
長
が
登
場
し
、

大
き
く
客
席
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
忠
見
地
区

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お
田
植
え
歌
と
踊
り
・

豊
年
歌
と
踊
り
も
地
域
の
協
力
に
よ
り
再

現
さ
れ
る
な
ど
、
感
動
あ
り
、
笑
い
あ
り
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
、
み
ん
な
時
間
を
忘
れ
て

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
20
日
㈷
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
２
０
１
２

が
お
り
な
す
八
女
で
あ
り
、
１
２
０
人

の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
八
女
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
愛
の
棲
む
街
」（
作
詞
・
安
部
俊
幸
、
作
曲
・

姫
野
達
也
）
を
合
唱
し
ま
し
た
。

こ
の
試
み
は
、
平
成
６
年
に
誕
生
し
た
八

女
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
み
ん
な
で
歌
い
広

め
た
い
と
の
思
い
で
実
行
委
員
会
が
メ
ン
バ
ー

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
１
２
０
人
の
申
し
込
み
が

あ
り
実
現
し
た
も
の
。
当
日
は
Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ

タ
ー
室
内
合
奏
団
の
演
奏
や
深
町
ま
ど
か
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
佐
藤
美
保
さ
ん
・
平
洋
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。「
市
民

が
一
つ
に
な
っ
た
よ
う
で
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
歌
い
た
い
で
す
」
と
会
場
を
訪
れ
た
人
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

１
２
０
人
で
「
愛
の

棲
む
街
」
を
歌
う
♪

ミュージカル「徐福」
大いに盛り上がる
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